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	国際バカロレア機構主催　「DP/CPフォーラム in 仙台」を開催致します。
	国際バカロレア機構（IBO）は、ジュネーブに本部を置く国際教育を牽引する教育機構です。私たちは、児童・生徒の知識および探究心を育み、自らの行動に自信を持ち、さらに他者に対する思いやりを備えた若者を育成することを目的として、3歳から19歳を対象とした4つのプログラムを、世界162か国6,256校（2026年10月現在）に提供しています。
	令和8年7月現在、国内のIBワールドスクール（認定校）は146校となり、日本は世界で7番目に認定校数の多い国となっています。このうち80校が、16歳から19歳の生徒を対象に大学入学資格取得を目指す国際的なカリキュラムであるIBディプロマプログラムを導入しています。国内では生徒数の減少などを背景に、高等学校における教育の選択肢の在り方について、各自治体や学校において様々な議論が行われていますが、そのような状況の中でも、日本国内でIBディプロマプログラムを導入する学校数および同プログラムで学ぶ生徒数はいずれも増加を続けています。昨年、日本で初めてキャリア関連プログラム（CP）の認定校として長野日本大学学園をお迎えいたしました。学術的な学びと実践的・職業的なスキルのバランスを重視するプログラムとして、キャリア関連プログラムへの注目もますます集まっています。
	今回の「DP・CPフォーラムin 仙台」では、東北でIBディプロマプログラムを導入している学校から教員をお招きし、本プログラムについて多角的な視点からディスカッションを行います。どなたでもご参加いただけます。また、長野日本大学高等学校のCP導入の事例の紹介もあわせて行います。
	興味をお持ちの方は、どなたでもご参加いただけます。
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	　　　　　　　 スウイニー　トニー　tony.sweeney@ibo.org
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